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平成26年度　岡山大学教師教育開発センターの活動状況の概要
所在地：
　住　　　所 ： 〒 700-8530　岡山市北区津島中 3－ 1－ 1 （津島キャンパス）
   〒 703-8281　岡山市中区東山 2－ 17－ 4　（教師教育開発センター東山ブランチ）
　電話／ FAX ： 086-251-7728／ 086-251-7586（いずれも津島キャンパス）
　Ｕ　 Ｒ　 Ｌ ： https://cted.okayama-u.ac.jp/
　構成員：(平成 27年１月 31日現在 )
　　センター長 (併 ) 　　　　　教　　授　髙　塚　成　信　mkaga@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7670
　　副センター長 (併 ) 　 　　　教　　授　加　賀　　　勝　mitsuhir@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7730
　　副センター長 　　　　　　教授（特任）　山　根　文　男　 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　　　教師教育開発部門　 　　　教　　授　髙　旗　浩　志　takahata@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7752






　　教職コラボレーション部門　教授（特任）　山根文男 ( 再掲 )　 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　　教職コラボレーション部門　教授（特任）　江　木　英　二　egi-e@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7658
　　教職コラボレーション部門　教授（特任）　曽 田 佳 代 子　soda-k@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7653



















(1)第 1回講座 (2014年 5月 21日実施 )　参加者 36名
テーマ：「どの子も参加でき、どの子もわかる授業」～ 特別支援教育の視点に立つ指導 ～
講　師：赤磐市立石相小学校　金光 一雄　先生
(2)第 2回講座 (2014年 6月 25日実施 )　参加者 20名
テーマ：「小中高等学校におけるキャリア教育」～ 現場からの問題提起 ～
講　師：岡山県立笠岡工業高等学校長　赤木 恭吾　先生




(4)第 4回講座 (2014年 8月 6日実施 )　参加者 34名
テーマ：「多くの教師は、教師になって揺らぐ」～自分なりの教師像を創り出すために～
講　師：大津市立中央小学校　神田 豊　先生




(6)第 5回講座 (2014年 12月 17日実施 )　参加者 32名
テーマ：「ICTを活用した授業づくり」～わかる授業の創造～
講　師：岡山市立開成小学校　山内 隆彦先生
(7)第 6回講座 (2015年 1月 14日 )　参加者 47名
テーマ：「『子どもたちにとって魅力的な授業』をどのように創り出せばよいのか」
講　師：岡山大学教育学部附属小学校　小野 桂先生







○養護実習 II（養護実習基礎研究）○教育実習 II（教育実習基礎研究）○教育実習 III（附属幼稚園実習）
○教育実習 III（附属小学校実習）○教育実習 III（附属中学校実習）○養護実習 III（附属・公立学校実習）






　教職相談室利用者数 (平成 26年 2月 1日～平成 27年 1月 31日 )
学部 大学院 その他
合計4年生 3年生 2年生 1年生 2年生 1年生 別科 / OB
利用者総数 3445 326 4 7 121 101 824 4828
















































 －平成 25年度受講生アンケート結果による検討－ 
　・発表者：三島知剛講師
　②第 86回　国立大学教育実践研究関連センター協議会
















d)センター (専任教員 )が他のセンター (専任教員 )と連携して申請した科研費受給状況 ･･･ なし
e) GP等採択状況
①文部科学省特別経費事業 教員の質向上に寄与する「大学と学校・教育委員会の協働」の実現
























































































この要項は，平成 22年 11月 29日から施行し，
平成 22年 11月 1日から適用する。
附則 
この要項は，平成 23年 8月 19日から施行する。
附則 
この要項は，平成 25年 9月 17日から施行する。
平成 22年 11月 29日
学 長 裁 定







る。マ ージンは，上 30mm，左右・下 25mmとする。
　英文原稿の場合は，A4判縦向き，10.5ポイント， 























































は USB メモリ等 )
以下のような保存文書ファイルを「最終原稿」とし
て提出する。ファイルの保存形式は，MS-Word 


















注 3 原稿を納めた電子媒体 (CD-R,DVD-R または 
USB メモリ等 )を郵送する場合 ,ディスクの保
護に留意してください。
